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写真

魚類：平嶋健太郎
（県立自然博物館）

アライグマ：鈴木和男
（ふるさと自然公園センター）

他：的場みち代

ホテイアオイ セイヨウカラシナ

セイタカアワダチソウ ヒメジョオン

シロノセンダングサ

ラミーカミキリ

ブタクサ
ハムシセイヨウミツバチ

アオマツムシ

※問い合わせ

もっと詳しく知りたいときや資料がほしいときには、専門家に相談してください。

もし、見慣れない生き物を見つけたら、下記まで連絡してください。

和歌山県立自然博物館 〒642-0001 和歌山県海南市船尾370-1

http://www.shizenhaku.wakayama-c.ed.jp/ TEL：073-483-1777 FAX：073-483-2721

＊実物もしくは写真を見せてください｡＊

《以上の他にも和歌山県内でたくさんの外来生物が増えて帰化生物になっています。》

タンポポ調査トピック
タンポポには、古くから日本にある在来種のタンポポと明治以降日本に入ってきた帰化

種のタンポポがあります。和歌山県内では、下の表のような種類のタンポポが見られます。

校庭にあるタンポポは、在来種か帰化種か、よく観察してみましょう。そして、どんな

ところにどの種類のタンポポが生えていたのか、地図に記録してみましょう。

○調査時期：４月ごろ

○種類の見分け方

黄色の花が咲くタンポポには、在来種のカンサイタンポポやトウカイタンポポ（串本

本町周辺に分布）と帰化種のセイヨウタンポポ（実が赤茶色のアカミタンポポを含む）

があります。

春先にはどちらも開花しているので、総苞外片
そうほうがいへん

（花の外の緑色の部分）を見てくださ

い。在来種は上向きでくっつていますが、外来種は下向きに反り返っています。

このほかに、白色の花が咲くシロバナタンポポもあります。

☆カンサイタンポポは、畑や田んぼの畦、田園の道端や草地に多く生えています。４月

ごろ一斉に開花します。２倍体で受粉して種子をつくります。１株だけでは、種子は

つくられません。

☆トウカイタンポポは、総苞外片
そうほうがいへん

が長く、内片の半ば以上に達し、先端に大きなつのが

ついているのが特徴です。和歌山県内では、限られた地域にだけ分布しています。

☆セイヨウタンポポは街中の公園、大きな道路の端や空き地などに多く生えています。

花は一年中開花しています。３倍体なので受粉しなくても種子はできます。

☆カンサイタンポポとセイヨウタンポポの雑種も多く見られるようになってきていま

す。それらは、総苞外片
そうほうがいへん

の形も中間的です。

（中学校指導者用５～７ページ～タンポポ調査～は、より詳しいので参照してください。）

カンサイタンポポ セイヨウタンポポ

内　片

総苞外片
そうほうがいへん




